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灘式法による・石炭中の炭素定量とその鷹用

尾・原信彦＊　渡辺和衛＊＊上野静子＊＊＊、

R6Sum．6

’R乱pid　Ti駐a髄on鍛etho調o量Ultimate
　Amhsis（c掘bon）of　Coal　and

　　　　itsA脚li幡ion

　　　　　by
Nob面ko　Obara，K駄zue　Watngbe＆
（Mi＄s）S漉uko　Ueno

　　Ultim＆te　ana1ダsis　bf　carbon　in　co技I　h我s

　been　newly　dev享sed　by　means　of　a　volum－

　etric，wet　ana三ysisjn　which　coa1powder　is

　oxidized　by　hot　c五romic段cid加xture　for
　30minutes　under　c鼠talytic　action　of　s董1ver

・　　訊nd　t五e　oxi（iized　substan，ce　is　titrated　by

　Mohr’s　s田t　solution，the　consumed’quantity
　of　which　is　mu1面lied　by　coe缶cient（0．60

　　・coa1，0．67……1ignite）『菰nα・伽n・carbon

　content聖i鍛　coal　is　obt段ined．「一This　result

　shQwsquite　an　apProximatevaluewith
　c・駐siderab王eaccuracyinc・皿P＆ris6nwith
　我na玉ys至s　in　hydrogen　co血bustioロtube．This

　new　method　is　＆PPlicable　to　a　且eld　survey

　of　coal　measure＄，because　analytical　process

　is　rεしther　rapid　and　㌻he　2PPar3tus　is　also

　moreSimple＆ndine却ensive．

1．概 説

　（1）研箆の勤機とその艶囲

野外に於いて直ちに石淡の品位が旺確に判定できる様

な客観的な判定法を種々研究し1た処，Tiurin潜による

淡素簡易滴定法を改良して利用すれぼジその目的の実現，

が可能となることが萌らかとなつた。な爵かねて石淡課’

長よりもこの種の要望があつたので，多くの石炭課の標

本を便用させて頂いたことも深謝する・本研究には非常

に畏期間に亘る多種多様の化学実験を行v・，特殊鰯媒

（銀）を使用することにより，敦良法の結果が，水素燃騰

管による石淡元素分析標準法の値と精度に於いて大差の

なlv・1二とが半旦明し，党分信頼しうる事が明らかとなり，

ご1二に公表することにした。本研究を途行するに当り・，

燃料研究所の上野按官佐々木技宮には多くの便宜を賜つ

た。謹んで感謝り意を捧ぐ。

弾技循部条任『締地質部　　騨菅地質部蕪任
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本方法は微量定量に属する関係上，現場で実施するに

は携帯用化学天秤・携帯用電気堵掲炉・同ホツトプレー

ト・同電気乾燥器の外，寧量用ガラス暴具類若干を持参

する必要：がある。

　（2）石炭の品位と分類

　石淡分類の墓礎として工業分析の結果が便用されるめ

が常である。他方元素分析を行つて石淡車のC・H・0・

N璽Sの成分を比較して贔位の判定1ヒ使用することも，從

来からドイツなどでは行われている。叉英国でもSeyler

の如く，早くから石淡の元素組成を分類の規準に＊置く

、のが最良であると認めてV・る人もあり，カナダでは両者

を並用してV・る。SeyIerは石表の自然係列上の地位を

決定するには少くとも二つの独立変数を必要とすること’

を唱え，純淡分に換算したC・Hを直交坐標としたグ

ラフを作り，石炭の品位．（rank）を判定ナベぎことを鳴

導した。

　米国のP鼠rr（環びRalston）は，二つの独立変数として多

擦発分（％）と発熱量（カロリー）とを採用して坐標軸

を捲え分類を行つた。

一SeylerはDulong級の式により，或は次の式罧甚

　　　　　H」a＋b王0910V
に・より，夫々換算が出来るが，別々に実測を行つて。C一一

Hグラ7に等発熱量線及び等揮発分線を引いた。これら

の線（後二二者）は平行直線であつて，C－Hグラフの軸

・に斜交することが明らかにされた。

　このグラ7（第1図），はC。IH叉は揮発分，発熱量の何

矛しか一組を知れば，他g組をま直ちに推定できるから》極　1

栄Seyle鵡C．A。；The　classification　of　Goal．｛：Tra血sa．

Am』Inst。Min．MetaL　Eng。VoL76．ppみ188－196，．．

1928〕炭素量Cによりi欠の如く分類しているo・

　無煙炭C＞91％，炭素質淡C＞91％，孚渥青炭・
C＞餅％メタ・オルソ・パラ涯i青炭C＝8尋～91％薯変
成渥青炭C＝＝80＾》84％シ　オノレソ　リグニタス炭C＝75，、

～80％．リグ・ナイトC〈75％

ノ　』　　 　・　懸発熱量＝80．8C＋344．62
lH

声

　∂
一　一　6

　　　　0　　（H一茗「）、

　C…炭素・H…水累0…酸素6煙

蝋菅VはHの指数函数の形、

　で書ける。F
　　　　　H・aV豊防V＿1。下

　Hを知ってVをしる。　’
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第1図

　（イ）　無煙炭　　（ロ）　炭…麗質炭

　（チ）・オノレソリグニタス炭

　A無煙炭　】3皐無煙炭　 C牟渥青炭　 D東部瀦炭
　F　サブ灘炭　　．G　リグナイト　『

めて実用的面値がある。從つて元素分析に立脚した分類

は，直ちに工業分析涛に立脚した分類に読直すことがで

きる。なおC・Hlの値は通常燃擁管を用いることになつ

ているが，彪大な設備と手のこんだ操作を要し・月つ日

：本の様な灘潤気候の国では，Hの量に誤差が多V・由であ1

る。・

　高級淡を除き，Hが大体恒数（5～6）として駁える滞

、カ、らl　SeylerのH乙Cグラフの利、点は単にC丈け』を浪唾定

すれぼ大体に於V・て石炭の品位の判別はつくことである。

セイラー氏及パール氏石炭分類図表

い）廠膏炭褒i、麹灘

　（リ）　リグナイト

　2．炭繁量の簡易i則定法（チウリン改良法）

　Fieldner及びDavis（1925）によると菅撒，低級石淡をア

ルカリで処理すれば，福色の液を串すから，これを濾紙

で濾遇して酸化させると，褐色の膠状沈澱を生ずる。高

級炭は溶げなV・が，硝酸の如き酸化測を用V～れば，同様

の褐色膠状物管繰蟹沈澱）を遊離する。Fie14nerは石炭よ

り腐植酸を抽出して計量すれば，石炭の品位（rank）を

表示することが可能であると述べている。．本報文にてこ

　勢Parrの分類の基礎たる二変数の中，発熱量はボンブ
　式熱量計を使えば正確であるが，揮発分の測定値は
　便宜的な分析法であつて・精度が劣る事をSeyler
　が指摘しているσ
躁もしHを必要とするならば，石炭の比重を測定して

　H（％）を串す方法が最近インドで発表されているか
　　ら，そ矛しを用いるとよいo
　Whitaker，」．W．；Densit圭es　of　Ind玉an　Coals，No．1

　（Transa．Minl　GeoL　Met．Inst．India，Vo1．45，
　PP・113－136・1949）
鞭管Fieldner，A。C．，＆Davi台，エD．；Modem　views　of

　the　chemistΨof　different　ranks　as　conglomerates．

　　〔Transa．Am．Inst。Min．Met　Eng“vo171R238〕
撒鼎英国ではこれをulmin，米．佛．独では五umin腐植
　　酸1などと呼んでいる。

・炭素壁紛

（ト）変成瀦炭

E酉部渥畜炭

れから説明する方法はp正にご

の原理を実現化ずることに成功

したものといえる。なおこの腐

植酸の分子構造は今なお明らか

にされていない。酸化される過

曜に関しても未だ明らかでない

ことが多や。

　この方法の原理は土砂中の腐

植をク』ロム硫酸で酸化させ，未

反応の酸化劃』（クロム硫酸）を

モールス塩（硫酸第一鉄安母）

で逆滴定し七，Cの酸化に消費

されたK2C207に相当するモー

＞レス塩溶液の量（c£）を求め，

これに或る係数を掛けCの量を

出・ず方法である。

　本研究に於V・ては石炭の簡易

分析法が，操作簡易で而も相当の精慶を以て測窺される

事が必要であつた。と二れは野外に於てi迅速に結果を出し

て尿後の行動に便宜を与える爲である。從来土壌の腐植

定量には屡々過マンガン酸加里による漁式酸化法が用V・

られたが，これは淡素量によつて係数を変えなければな

らなV・点が不便である。本法苦はソ聯の丁三urinが1935‘

年万国土壊学会に於てまず発表し・更にWaksmanが推

Lようし，我国に於ても古谷貞治氏がこの方怯を用いて

本邦鰍山地域の土壌の腐植を定量レ源法と比較して

o。znのモー・ルス塩の1ccがCの0．68mgに当る事を証1

明した（Tiurin厨の係数は0．6である）るこの方法は重1

クマム酸加里が比較的純晶を得易い事と，熱的分解する

ことがずくなv・など，有利な点が多v・。ただTiurin

法の加熱が，ホツトプレート上で沸騰しはじめてより正

確に5分間とV・う規定があり，Cの百分牽が3～20％

位までの土壌腐植の際はとれで充分であるが・亜淡・石

淡級になるとこの規定では未酸化の部分が相当残ると考

えねぼならなv、。從つて発煙させぬ様に時間を鍾長ざぜ

るために（多くSO3が発生して結果が全然駄目になる）、

水を注加し，なお酸化促進のため鰯蝶としてAgNO35％’

水溶液を用いて，亜淡級ならぼ10分聞，石淡級ならば

～20～30分聞沸騰させる。なおその際の加熱は，野外なら

ば電気ポツトプレート上にて熱すればよい1。

　このようにしても理論上未酸化の部分が幾分残る筈で

あるが，これは係数め方で補正する事にずるより方法淋

菅関豊太郎：日本土壊肥料学雑誌第2巻299頁又は，

　大杉繁：一般土壌学229頁7昭和22年（朝倉書店）
　を参照され度V㌔
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ない。嚴密にやえば酸化に際し亜淡中の水素も酸化さ

れ，又灰分中の金属も酸化されると考えられるから，酸

化によつて潰費されたク，ロム酸の量は正確に淡素のみの

酸化瀬量より蘇な勧げ働る訊水秦毅の変動
一（亜炭に於て3～4％〉がすくない事と・供試体の量が

僅か20m9程度宅あるので実用＝Lには大した不都合はな

V・のである。簡易法、としてはこれ以上の精度を望む事な

無理である。

　　　　3．・Tiu嫉n改夏法め滴定操作

　（1）試嚢の調製

盆）　クロム硫酸液

　10gの重ク・ム酸加里を250c・cの永に溶かし・よく

撹絆して，とれに濃硫酸（濃慶は大体0．4n）250c．cを加

え，濃度を均一一にしてお『く。ごの液2Gc。c，をとり・硫酸

第一鉄安母液にて滴定しヲその滴定数を定めておく“略

々0．4nになつてV、れば1よV這

わ）硫酸第一鉄安母液（モールス塩液）

　硫酸第一鉄安母80gに濃硫酸20c・cを加え・うすめ

て1立とする。これを0．2nの過マンガン酸カリにて

正確に滴定しておく。この試薬は変化し易いから，常に

軍確に力価を定めておく必要がある。

C）　ヂフエニールアごン’溶シ夜．

　ヂフエ＝一ルアごン0．2gを濃硫酸20穿．c及び水100αc

に溶解する。ヂフエ’二戸ルアミンより，ヂフエニールア

　ミンスルフオン酸の方がよい。便用する硫酸中には硝酸

の混在しなV）ことが絶体に必要であるざ

d）5％硝酸銀溶液・

　（2）試料の攣備及びたの調製上の注意

歌）供試試料（石淡）は極めて微量そあるから・糧陣の

際，有機物の混入を防ぎ且つ微粉となし，200メツシユ

鰍ヒて實紛げ，105。Cにて一甕夜乾燥廉もびを精密

　に20mg秤量し，200αcの三角フ7スコに入れる。な

お購に淡の水分荻分を趨す楊創こは洞一時の
　調製のものを用いる事が必要である。

　b）与えられ孝試料は完全に鵜砕しなV・と㌧灰分の多い

　部分が常に飾残り，となる虞があるg正式にはメノウ製の

騨ノレミ’ルを使用すべきであるが，鉄乳鉢と鉄棒で粉末

　にした。

　　200メツシユを通遍したものを滴定する必要上ジ灰分

　の測定にも200メツシユを通したものを使用ぜねぼなら

．ない。績灘の残つてい礪灘騨こ際して撒維
　分が勃にならず，メツシユに引掛り薯．炭化分はメツシユ

　　管空氣浴中にての105。C乾燥は空氣酸化が行われてC

　　　O2，COH20’を生成するので，、むしろデシケ・一タ
　　　戸に濃硫酸を入れたもので常温，常圧にて乾燥させ

　　　る方がよ）｝。

樋1測rるから・櫛塙く出づ一韻ことがある故・注慧・

　を要する。叉動力変質をうけた石淡（例，小滝炭，・長野

　炭，大河仁淡）は，同じ炭塊内でも淡化の度合が区々で

　あり’，灰分を構成する部分が硬くて，粉砕されにくい‘

　從つて炭化した部分のみ綱目を通過してCの値を高める

　傾向があるから，これにも注意を要する。

　c）、四分法　供試体が少量であるので注意して行う必要

　がある。謡般に若年炭は灰分が膠状に拡散してv・るか

　ら，余り大し浸不規則性が少ない。無煙羨ξなると次分

　が凝集して〉・るので隻 充分注意の要がある。

　d〉・抽出VitritとDuritの部分では炭化度が違うので・

　平均状態としての分析値はそれはそれで意昧を持つが，

　正確な炭展比定にはvitrit部分のみよりなる木質部を

　分析するのが適当である。

　　（3）検査法

　　試料20mgの入つた三角フラスコに20c．cのクロム礁

　酸液（a）を加え，小型漏斗にて蓋ぞして・砂浴上におく◎

　プンゼン燈があれば，最初は弱ぐ徐々に中開程度とす・

　る。沸騰し始めてより，4分後にd（硝酸銀液）を加え。

　』15分して冷却さ蘭るbこれを11入のピ戸力戸に移し・、

　500c・、の水にて稀釈する。この際クマ云酸銀の凝固を防

　ぐため予め稀釈液を若干加えておくとよい・この際三角

　7ラス；内に残液を留めなV・ように・この500c・cの水

　でよく洗際し乍ら移す。これに・10滴のC液一（ヂフエニ

　　ルァ，ミン）を加え，よく麗絆し・b燐モールろ塩にて

　滴定L，紫色より汚青緑色に変色する瞬間を纏点とす

　る。絡点ほ極めて鉛敏であるから見易いが，若し過量．

　に滴定した瘍禽は重ク憶ム酸に，て逆定量すればよいへさ

　きに（a）液2GOc。cに対％（b）液の消費量を規完し・

　この量より滴定に要したモールス塩のc，c数を差引V・た

　ものに係数（亜炭ならぼ0。67．石淡ならば0。60を粟ず一

　れぽ求むる表素量（C）を得る。

　　な．おK。1t・v等襯ではかかる灘式酸イゆ場含廃全

　に水嵌酸とにならずcgとして逸出するものがあ匙

　　とを論改v・るが，かかる藍鍛性液中に於ては余りそれ

　　を考慮する必1要がなV・よ．うである。

　　．（4）荻分璋！：量について

　　嚴密な灰分即ち無機分と・有機物の分離は難しV・。若

　蝦中の特殊姓の（例ジヤラわ［ル炭）は・1％と
　　いう灰分の灼熱減量（Ig血ition　loss）を有するものが

　1あるので，通常の焙焼法によ菊灰分量は大塗る誤差を鐸

　　ずる虞がある。本論交に於ける宏化度苦とは無水無脈の

　　繊筋醐て示すので嘱その羅がひ堺ことと

　　なる。

　　・甚Seyler’の繊は紛潔分・r硫母除）’たものとし’
　　ているから値が少、しちがうo

　　　　　　　　　　　　　　　　∫39一ッ（167）



’
從
つて雑嚴田駆哨料・・につきFal1…離
による灰分定量と普通焙焼法による灰分の定量とを実施

して両者を比較したが，両者は平行関係を示し，相輯値

として普通法を用弓る場合には，木都合がなV・ことが判

’
明
した。他の試料中には，炭酸塩の多V・もの：Pyriteの

多V・ものがあり，夫々補正を施したむのがある。

　　4．笈素量（C）算出用の係数について

　さきにTiurin氏原法では，上掲の係数が0．6であ

り，古谷氏の研究では0・68が使用されたことを述べた

が，今回石炭及び亜淡中のCを出すめに，この係数を如

何にするかが一』づの課題となつた。そこで同一試料を水

素燃雛管標準法で得た値と改良法によつて得られた値と

を比較してカリブレイシヨンを行5必要を認め，噌方に．

於て当所で擦取した最上炭田の試料を燃研に逡i付して元

素分析を依頼し，他方燃研で既に元素分析の絡了しえ試

料を寄贈し七頂いて改良法を実施しセr，、夫々両方法の分

析値を比較してみた。併し乍ら現在の処では，石炭には　・

係数0、．60を適用し，亜淡には0．67’を適用するとV・う

段楷にあることを了承して頂v・て，本章ではこの結果に

到達する迄の詳しい経緯の説明を行つておく。そとで最

初に分析の便宜上亜表と石淡とを判別しなければならな

V・のであるが，このことはクロム硫酸に．よる酸化が10

分聞以内で終了ずる（沸騰中の泡が急に停止する時を目

印とする）場合は，すべて亜表級の淡として扱い・係数』

には0．671をi適用し，10分以内では酸化が完了’しなV》

湯合には，石炭級の淡として級うこととし・この、際に

は，0．60をi適用する1二とと’すれば，正確なCの｛直を得

ることができるのである。』

　．（1）係数0．87の場含●について（亜炭用）

　ここにV・う係数とは・0．2nモールス塩1c・c．がCの

0．67mgに当るという、意昧である。前述したように最上

亜淡田の試料を燃研に依頼して水素燃焼管に・より分析し　’

て頂琉た結果及び燃研にあつ恥淡川亜淡の零方につV・

て，正確な係数算出を行つた。（第1表参照）最上炭の

本所におけろ分析は，密封はしていたが燃研に於ける元

　　　　　　　　　　　　　第　 、1

素分析より半ケ年遅れて行つたので・その聞に試料は相

当の室気酸化をして灰分が稽々多く出た。從つて等1表・

にはその灰分補正を考慮して，滴定値を元の状況に復元』

して計算した。なお最後に，モールス塩の濃度補正をむ』

添加した。即・ち最上亜炭は0．20512nのモールス塩をづ

かV、，浅川嚴には0．19982nのモ・』ルス塩を使つたの

で，それぞれ0．2nの状況に於ける係数に換算して・第

の係数を算定し，3者の平均値として0・67を得た9少

数第3位を省略して0．67を嚴分析の際の係数とず

ることにする◎

上記の値は，10分聞酸化の場合であつたが，なおとく

に浅川亜淡には20分問酸化の実騨行つて見たから、

参考までにそのデータを掲載しておく。即ち

　　　　　　　　　　　…0。686　・第1回テスト

第2回テスト

第3回テスト

第4回テスト

以上平均値

係数…
係数……0．671

係　数……0．681

係　数・・一〇．681

　　　0．680
となつて，10分酸化の時より，0．01丈け高くなつてV・る・

（3）係数6澄の場合について（石炭用）

亜淡に於ては通常10分聞で酸化が完了するが，石淡

級になると⑳分乃至30分の時間をかけなV・と，酸化

が充分に行われなV・。今20分聞をその酸化時間にとれ

ば，各種1炎については，標準法にょつて鴛たCの値と対

応させて，次に示す様な係数を用わねばならなVも

炭種及時代

中部鮮新期亜炭

馬　中新期石炭
　　漸新期石炭
上部始新期石炭
中部始新期石炭
下部始新期石炭
白璽紀・ジュラ
紀石炭

係数！備 考

表

・．081例…最上鍋上部螺麟
　　1　の亜淡
0．60、，〃　松江炭　　東筑摩炭・
0．621〃　常盤淡　　佐世保淡
・．6蘇崎戸・伊鵡嘆嚴
0而8，〃　唐沢●筑豊●夕張淡

＞1：ll喩イ器欝磁，係数を

　　酪つと大きく弓る必要がある。

試　料

．最上亜炭1

最上亜淡2’

測噛炭3

水素燐焼による分析績果＊

灰分
A1％
19・・6

，83．381

淡素
C％

1　58．85
水素
H％

4．53

灘式法による分析｛直＊＊

消費したク”
ロム酸の量，
1〈10m琶に対し剥

8・28　L46

灰分
A2％

灰分補正値

　　A1　　まへ　　A2
V1調V2×r

係 数

8」8・tg・32、

3・・2・1．・47・73 3・7g「

＊燃『料研究所実施

　　1・1．275　F83．70

　　『
7ピ00　130．21

　1

1．0175

い」・・45

い…

C
V1

モールス塩濃
度ノ補正ヲ施
シタモノ、

18・9言互 1β・658
・・675

1、L38・71・・6471

7…i・・6821

＊＊著者実施 鶴溜

0．663

0．681

0．673
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、

　なお時代の異な

る石炭が酸化に対

して如何なる抵抗　08

を示すかを，燃研

の城所・白根両筑　0β
　　　の実験から抽出し・

てみる。即ち各種　・
　　　　　　0，4
石炭を27。C～280

Cにて重ク博ム酸

　　　　　　02硫酸混合液＜1％溶

’液）中に浸し，100

　　　　　　　0時聞作用させ，授

された炭素量のみ　　第

の％を算出すると

　く第2表）

下部鮮新期亜淡は，0・64位の係数になろうと推察さ

れる。最上炭田の下部來炭暦の淡（飼松橋淡）が略々こ

の時代に該当する。20分酸化の場合の係数と時代との関

係を図化すれば・第2図の如くになり・二次曲線の形を

とる。中世代塚前の石炭には本改良法は現在の処，正確

な定量は期し難V・。

酸化の絡点は，煮沸に際し1一急激に泡沫の停止するこ

とによつて求めてV・るが・正確には，発生するガスを重

土水の中に導人して，炭酸ガスの存否を検定すれぼ，最

も合理的である5－

　　　　　　1，0

一
第 2表の如くになる。各表の時代を考慮に添れて，年代

をX軸に．，侵されえ炭素の量をY軸にとつて，グラフを描

けば第3図の如くになり，2本の曲線の複合した形を示

し，即ち（そ）石炭化進行の曲線（：亜炭→渥青麦→半無

煙淡→無煙淡…、と（ロ）石炭耐酸度の曲線（古V・石淡

ほど酸に対して安定してV・る）とが複合して，奇妙な形

を呈したものと推察される。この図の意味は・同一時間

に於て侵される絶体量であつて，一応試料の炭素量（C）

とは無関係となつてV・る。今後この問題のみにづいて町

究をi進iめようと思つてV・る。

第3表
N・繊銘桐ci H…A・h！CaLIM・i串i矯縫1係数

　　　　　　　　　　・1　擁16・雛124護・1目㌘13・分1－

　　　　　　　　　　ii童1牒雛i難ill…i馨i羅

　　　　　　　　　　1麟ll：躍i・1：ll179単：糊置：ll

　　　　　　　　　　篭鰯騰1：騨1饗3麟雰遜

2薦藷罪轍轟1羅：　螺：llll雛
、（チウリマ濃、亀實施した係数

6変イ睡示姻

炭 樹纂墓れ謝淡穫櫟皇れ酵

m8

1，ホンゲイ
　炭（仏印）

2，柳口炭
3，編岡．淡

4，川上淡
5，北名好炭

、17．0

18．9

289．1

300．2

305．7

　　　　レ
6鹿町網

7・撫繊i
8・大根土炭1

9・千代田別

10，木友亜炭1

338．4

330．3『

302．2

258。2

219．0

fO．601
0．674

0．600

0．604

0．600

0．620

0．598

0．652

0．648

0．681
1「

200

1ρσ

（〕

m8
　1

6
’、

　』

　、7

10

9

4 5
3

’、

　　　、
　　　　へ
　　　　、、
　　　　　、、

、、

　、、、

鞠、

　り、
　　、、
　　　、、
　　　　　、、
　　　　　　、 、、

　腎舳
　　隔馬
　　　　㍉、噛
　　　　　　隔嘲
　　　　　　　魅殉鮨

〆

噂、

　、軌｝舳
　　　－、●－鴨
　　　　　　軸・●り『r 2～

『 1 嘔k

　さて，ク・ム硫酸による石炭の酸化力1時間の長短に比

例することは，既に蜘られて“る事実である。高島表の

如き筒級淡に要する酸化時間は30分偉か々・る・ここに

於て，高島炭より炭化の低い石炭にも一律に30分とい

う時間を適用して，係数がどんな風になるかを検完した

処第3表の如くになつた。

　この実験に便つた試料は，燃研に於て既に元素分析の

完了したものであつて，新改良法を実施して，そのクロ

　　　　　　　　ム酸溝費量と燃研のCの分析

　　　　　　5　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　石

第3図各地石炭を27～280Cのクロム硫酸液（1％）に100時聞浸漬
　　　して侵された石炭の量とその石炭の生成年代との関係を示す図
　　　　1，ホンゲイ炭2，梅山炭3，編岡炭4，川上炭（樺太）5，北名好炭（鰍）
　　　　6，駿町炭（酉北九州）7，撫頒炭　8．大根土炭　9，干代田炭（常盤）10，・木友

　　　　亜炭（山形縣）

菅城所・白根：螺料協会誌第92号477－496頁

　　値とから，係数を計算して第

　　3表の最後の行に記入した。

　　この表によれば，無煙淡（大

　　阿仁炭）を除き，大体係数は

　　0．60で宜しV・ζとが明かであ

　　る。この例では無煙蛙炎は0．65

　　・～0．68を示したし，　叉男恥こ・石

　　墨について40分間酸化塗試
絶卿脚みた処，係数を1。1～1．2と

　　しなければならなV・ようであ』

　　る。このi新しV・炭素分析法は少、

　　銀鰻媒を用い，硫酸・重クロ、．

ム酸カリ及び礎酸の混用によつて，反応時間を調節して，
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な為べく係数を一定しようと苦心して上述ρ様な結果を　・

得た　のであるが，なお月つこの様な差が出たことは，

やはり炭質の差異（即ちリグナイト・ピチユミナスコ陣

ル・アンスラサイト・グラフアイト）のためであり｝化

学的に重縮合機構が本質的に相蓮していることに起因す

ると考えられる。

亜炭より淡化の進んだ石炭で，高島淡級迄ならば，係

数は30分酸化で0・6位を便用して正確に炎奉量が得わ

れることは間違ない。最近常盤淡鵬の綴本暦表につき，

同所で・水素燃焼管により出し1た元素分祈；値C＝61．15％

に対し，i新法に係数0．60を適用して2回平均にてC鵠

61．07％の値を得た。即ち精度が炭素量（C）につき，

0・1％塚下の誤差であることを証明し，同炭欝の按師に

本法の威力を示して来たわけである。

本改良法を利用して，本邦の亜淡及ぴ石炭のCの量を

測定した値の一部を，第4表A．Bとして掲げておく。

　　　　鋲結　　　語
1。石淡中の炭素量Cの元素分析を行うには，通常水

第 4

素燃屡管を便わねぽならなv・が，その設備は彪大且つ高

値であつて，1その操作も決して簡単ではなV・。これを簡

易題速な爆式容童分析で代替すべく，土壌中の腐植の定

量に使うTiur1n氏法（ク・ム硫酸酸化法）を改良して

石炭分析に応用した。

2。Tiurin氏法を石炭酸化に適用するには・土壌腐檀

と違つて幾多の困難があつたが・銀の鰯媒を利用するこ

と紅より，所期の目的を果しぞ精度車極あて良好であつ

た。

3。炭素量算出のための係数に就ては，亜炭には0．67

石炭には0．60を使用して，而も精度は水i素燃擁管法に

劣らなV・こ，とを立証した。’

4。本改良法は操作も器具も簡単でありザ野外用とし

て利用できる長厨をもつているから，地質調査の現場の

近くで多数の石表標本につき炭素の元素分析を行うこと1

ができ，若し灰分・水分の測定を並用すれば石炭の品位

判定及び淡層の比較に迄も応用が可能である。

表　A

以　上

係数0．67を使用した本法による亜炭元素分析値及び炭化度

炭田

山形県

最　上

亜淡田

三重県

員弁炭田

宮城県

三本木

亜表田

東京都
青梅町

附近

地　　点

平野炭坑（川前）

（坑道内試料）

黒滝一大林一小平

（露頭，試料）

舟形村
（最上川右岸露頭）

小松炭坑（ボーリングコFア）

木友淡鵬
（蕩撃ぎ癬）

十社炭坑
（ボーリゾグコーア）

日東三本木淡購

（ボβリングコ陣ア）

入問川畔
（露頭試料）

水分

M　％
13．7
7．6

灰分
A　％
4．6

87．0
2馨：8隣：9

衰素量
C
　％
57．3
6．7

2．7

50。7

36．ol

純炭に於
けるCp％

備 考

轄掛部…
14．6 43．6
萎1ヨlll・釜勝1

42・2』

70．8
69．2
82．4

68・・1鍬。・72m上漱湘

・4．3135。6

釜1鷹1
4213165．7
53・．71　73・2
63．51　　　　　70．2
　255．9　　　　　75．7
　｝

一58・gド28・71

－60・9130・q
69．8
76．7

d4暮：＆

一　12．5
一・31．0

26．7i　　　　　28．1

39．6　　　　　73．3

58．2　　　　66．5
54．21　　　　78．6

65．2i

77．51

8・31

24．9　　　　71．6
15。8レ　70．2
6β．71　　　　74．9

　5
2．8卜73．71
29．8154．O
6・・：73・71

3．9　　　77．6！

　i　　l

75．8
76．9
78．4
80．7

71：§1

63・g！

．。．3。／・

劣、旙／下音嫉麟

挙8：98m／上繊炭暦
〃　　　0．25　　ノレ　・ズサンド暦

〃　0．15下部來淡暦

徳
、 永技官探取

深度　15。3m‘

　　30．1
　　31．8

深度　123m（木質宏）

　　129（〃）
　　150（〃）
　・160（〃）

　172．1　　　　　79．9
13．4　　　　　64．7

29．2　　　　　80。9i

’上層　（木質淡）

下層（〃）
下層（〃）
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炭田

・仏子暦

内淡層

川崎市

溝の口

地　　点

武蔵野炭鶴

、東京淡鐙

所内ボーリング

試料中の木片

水分1次分　炭素量 純炭に於［
M％iA％聖C％，けるCp％
凋・・．・レ．7・．31

－163・7！27・3

備 考

ヨ 4．9、　　73。1
4．9

79．5
13．9
19．6

56．ε

13．4
56．4
56．4

　ヨ
3§膝麟木麹

　オ76’．9　本暦　（木質表）
　1

講醸111m
65．5「　　　　　　　118

71．d　　132
　1

　　　　　　第4表　B
係数0．60を便用しき本法による石淡元素分析値環び炭化度

衰田

北海道

白糠淡田

常鍵表田

長野淡田

五日市炭田

紀　伊

松江淡田

北九州
佐世保
炭　田

地点叉ハ銘柄 隊躰 i表素量純多走に剥C

喬　簾，、11薪1一

惣ゴ鐸1畳：1絡9
〃　　　大　　曲　i　　　12．3　　　　70

〃　　　　1．4i81
白　　糖　23・1158

けるCpI 備 考

好間炭1
　　　2
　　　3
　　　4

函清路淡鵬
塚　原〃
戸　稔・〃

小　庄　炭
西戸倉炭
〃　　　　 〃．

噸宮井統淡1

　　　2
　　　3
　　　4

山陰炭曙1
（づ霧）彗

　　　4

日溝日野1
炭欝　 、2

　　　3
　　　4・

’騨勢三　新期）

§8：碁　多

81．7　　　“
90・51　　〃
74・11　”

難膿i麟・1饗鰍欝

　　1釜：塁9111：8
2α・8！52・5

41．18146．8
男：霧

鱗新鶏下欝｝…紀

　1　79．5中新期
鶏§1：鰐彰輻、

新第三紀

霧嚢霧陣畏山葎用塑ウク

　l　　l　　l
ll鱗1』韓潔度liきl／糊

難雛劃…漸新期．

　l　　l　　l
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